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はじめに
　日頃より当院の診療にご理解ご協
力いただき、心より感謝申し上げます。
現在、当科は常勤医師9人、非常勤医
師2人の合計11人体制で診療に取り組
んでおり、専門性の高い医師が連携
し、質の高い医療提供を目指していま
す。
　今回は、総胆管結石に対するERCP
（内視鏡的逆行性胆管膵管造影）を用
いた治療についてご紹介させていた
だきます。

総胆管結石について
　総胆管結石は、肝臓で作られた胆汁
が流れる「総胆管」という管の中に結
石が存在する病気です。
　この結石が原因となり、胆汁の流れ
が滞ると、急性胆管炎や急性膵炎を引
き起こします。これらの病態は、腹痛や
発熱、そして黄疸といった症状を伴い
ます。
　適切な治療が行われない場合、重
症化し命に関わることもあるため、早
期の診断と適切な治療が重要となりま
す。

診断について
　腹部超音波検査やCT検査で総胆管
結石がみられると、治療の必要性を判
断するため、血液検査で肝胆道系酵素
や炎症の異常を確認します。必要に応
じてMRCP検査（磁気共鳴胆管膵管造
影）で、結石の位置や大きさ、胆管の形
態をより詳しく評価します。
　これらの検査に基づき、治療が必要
と判断された場合に内視鏡治療へと
移行します。

治療：ERCP（内視鏡的逆行性胆管
膵管造影）を用いた結石除去
　ERCPは、口から特殊な内視鏡を挿
入し、十二指腸乳頭からカテーテルを
挿入して行う検査・治療で、X線透視下

あり、急性膵炎や出血などの偶発症が
発生する可能性があります。当科では
専門医・指導医が中心となり、偶発症
を最小限に抑えるよう注意を払い、最
善の安全管理に努めております。

無症候性の結石について
　近年、画像検査で偶然発見される無
症状の総胆管結石を指摘されることが
あります。必ずしも直ちに内視鏡治療
を行うのではなく、ERCPに伴う合併症
リスクや患者さんの年齢・全身状態な
どの背景を総合的に考慮し、経過観察
を選択肢とすることも増えてきていま
す。

最後に
　私どもは、地域の皆様の健康増進
と、病気の早期発見・早期治療に貢献
できるよう、日々研鑽を積んでおりま
す。気になる症状がございましたら、か
かりつけ医やお近くの医療機関を受診
し、必要に応じて専門医療機関への紹
介を受けることが大切です。当院では、
紹介患者さんの受け入れ体制を整え、
検査から治療まで速やかに対応してい
ます。診療を希望される患者さんに最
良の医療が提供できるよう、誠心誠意
努めてまいりますので、今後とも何卒
よろしくお願いいたします。

で結石の位置を確認しながら行いま
す。

①乳頭の処置
　結石を取り出すために、胆管の出口
である十二指腸乳頭を広げる処置を
行います。電気メスを用いて乳頭を切
開するEST（内視鏡的乳頭括約筋切開
術）、バルーンを乳頭に挿入し、膨らま
せて物理的に拡張するEPBD（内視鏡
的乳頭バルーン拡張術）など、結石の
大きさや患者さんの状態に応じて、最
適な方法を選択します。

②採石・砕石（結石の除去）
　バスケットやバルーンカテーテルな
どの専用器具を挿入し、十二指腸内へ
引き出します。結石が非常に大きく、そ
のままでは取り出せない場合は、機械
的な器具を用いて結石を砕いてから
除去します。

③ドレナージ（胆汁の流れの改善）
　急性胆管炎など緊急性が高い場合
や採石が困難な場合などには一旦ス
テントを留置することで胆汁の流れを
確保して、炎症や症状を改善させます。

④偶発症への対応と安全性
　ERCPは高度な技術を要する手技で
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2025年度も、地域の方やボランティアの皆様のご尽力
によりイベントを開催できましたことに心より感謝申し上
げます。

松山市民病院職員の院内福利厚生プログラム「癒し
のひととき体験」として、愛媛県立松山盲学校理療科の
皆さんの実習の一環として、あんま・マッサージ施術で
の交流を企画いたしました。「体が温まり全身がほぐれ
て軽くなった」「肩や腰が楽になった」「リラックスでき、
気持ちもすっきりした」など、大変好評でした。  
　また、山本理事長と西岡農園さんの協力でレンコン
のプレゼント第2弾を開催しました。9月に行った第1弾
同様、「縁起物なのでうれしい」「新鮮でおいしそうだ」と
喜んでいただきました。

　河原アイペットワールド専門学校の協力で第3弾を開
催しました。「たのしい」「かわいい」「いやされた」など、
笑顔がいっぱいでした。

当院ボランティアさん手作りのクリスマスツリーや飾
り、小物類、多肉植物などを、聖カタリナ学園高等学校衛
生看護科専攻科の学生さんの協力でプレゼントいたし
ました。患者さんやご家族に、とても気に入っていただ
けました。
  
　ウェルビーイング時代において、患者さんやご家族、
地域に寄り添い、笑顔と癒しのひとときをお届けできる
よう、これからも皆様とともに取り組んでいきます。今後
ともどうぞよろしくお願いいたします。　　
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胆管造影画像
排石された総胆管結石

薬剤部 主任補　古田 絢一

救急認定薬剤師
（Certified Pharmacist for Emergency Medicine : CPEM）

救急認定薬剤師取得の背景　
　近年、医療現場ではタスクシフ
ト／シェアの考え方が重要視され
ており、薬剤師が積極的に介入す
ることで医師や看護師の業務負担
を軽減し、チーム医療全体の質向
上につながると考えられています。
　特に救急医療の現場では、迅速
かつ正確な判断が求められ、薬剤
師が果たす役割は大きく、患者さ
んへの薬物療法において質と安全
性の確保が強く求められています。
こうした背景から、私は救急認

定薬剤師の取得を目指しました。
2022年9月には、愛媛県で唯一とな
る救急外来に薬剤師が常駐する体
制を整え、そして2023年に救急認
定薬剤師を取得しました。

救急認定薬剤師の業務
　救急外来での業務は、患者さん

の常用薬や既往歴を早期に把握し、
診療に必要なサポートを行います。
　搬送直後から薬歴を確認し、治
療方針に役立つ情報を提供。必要
に応じて薬剤の調整を行い、医師
や看護師と協力して業務を進めて
います。集中治療室では、重症患
者の薬物療法に関わり、チームの
一員として治療の質を高める役割
を担っています。こうした活動を
通じて、救急医療の現場で薬剤師
がいることの意義を日々実感して
います。

今後の展望
　救急医療における薬剤師の関わ
りを体系的に研究し、その成果を
現場へ還元していきたいと考えて
います。さらに薬剤師だけでなく、
他職種に対し薬に関する情報を共
有し、チーム全体の知識と対応力

を高めていきたいと思います。そ
して、災害医療においても災害時
に備えて医薬品供給や薬学的支援
を行えるよう、まずは準備や体制
を整えていきたいと考えています。
　救急認定薬剤師として、薬の専
門性を活かし、患者と医療従事者
双方に安心を届けられる体制づく
りに努めてまいります。


